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集中治療室（ICU）この一年
ICU看護弓長　　菅野　幹子
　名寄市立総合病院集中治療室（ICU）は，平成20年
10Hから稼動し一年が経過しました．医師・看護
師の確保が困難な状況で，未だ診療報酬上の施設
基準は取れない状況ですが診療部・医療技術部・
薬剤部その他多くのスタッフ協力のもと無事一年
を経過することができたのでここに報告します．
3，常に自分の言動を振り返り，患者・家族・他部署
　スタッフから誤解を受けない．
・ご家族や他部署のスタッフとコミュニケーショ
　ン良く業務ができているかの振り返りを行って
　いる．
今後の課題
平成21年稼動状況
入院患者総数380名　　平均在室日数5．9日
（診療科）　　　（患者数）　　（平均在室日数）
外科
循環器内科
心臓血管外科
脳外科
消化器内科
精神科
麻酔科
その他の診療科
108名
101名
80名
45名
12名
11名
10名
13名
2．75日
6．91日
7．53日
10．11日
2．18日
　4．0日
　5．1日
（眼科・小児科以外の全診療科の利用あり）
人工呼吸器使用97例
血液浄化療法実施20例
補助循環療法実施25例
死亡退院患者は12名
IAB　P　18・PCPS　7）
①与薬関連事故が減少する．
　・年間60件以上あるインシデント・アタシデン
　　トを極カゼロに近づけるよう，マニュアルの
　　徹底やスタッフの意識改革に取り組む必要が
　　ある．
②看護師個々の知識・技術の向上．
　・スタッフ全員にBLSスキル研修や毎月の学習
　　会などを実施しているが，今後も継続的に行
　　う必要がある，
　・平成21年中に各自取得した資格は，BLSプ1コ
　　バイダー6名，ACLSプロバイダー1名，呼吸療法
　　認定士1名となっているが今後も多くのスタ
　　ッフが知識技術を向上させ看護に生かせるよ
　　う環境作りを行いたい．
③看護ケアサービスの充実．
　・患者家族参加型看護計画の推進や定期手術前
　　のICU訪問オリエンテーションなどを取り入
　　れ，看護ケアの充実を図りたい．
平成21年度部署目標
おわりに
1，報告書の内容を十分に分析し，同様の事故を繰
　り返さない．
・平成21年のアクシデント報告は2件，インシデン
　ト報告は137件となっており与薬関連の報告が
　62件と非常に多い．診療部の協力を得て指示用
　紙の統一を行い，インシデントをタイムリーに
　分析している．
2，常に看護計画を見直し，看護ケアを充実させる．
・ICUの特性上医療処置に時間をとられることが
　多い中で患者・家族に対する看護ケアを充実さ
　せようとカンファレンスの充実や患者家族参加
　型看護計画に取り組んでいる．
　ICUが稼動して一年以上経過しましたが，まだま
だ看護レベルは満足いくものになっていません．
しかしICU看護スタッフはやる気と元気に満ち濫
れています．診療部をはじめ多くの関係者にご迷
惑をおかけすることも多いと思いますが，今後も
ご理解とご協力をよろしくお願い致します．
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